
高知工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 経済学
科目基礎情報
科目番号 B4006 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 SD 基礎教育・一般科目 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 香川勝俊編『教養の政治学・経済学』学術図書出版社
担当教員 池谷 江理子
到達目標
(1) 経済学の基礎的な知識と考え方を理解する。
(2) 学生生活や卒業後の社会生活における経済のあり方と課題を理解し、自らの主体的な考えや意見を表明できる。
(3) グローバル化が進む国際経済の現状を理解し、自身の関わり方やあるべき経済社会像について主体的に考え自らの意見を表明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 経済学の基礎的な知識と考え方を
理解し、説明することができる。

経済学の基礎的な知識と考え方を
理解する。

経済学の基礎的な知識と考え方を
理解できない。

評価項目2
現代日本における経済のあり方と
課題を理解し、主体的な考えや意
見を表明した上で問題解決に向け
た議論ができる。

現代日本における経済のあり方と
課題を理解し、主体的な考えや意
見を表明できる。

現代日本における経済のあり方と
課題を理解できず、主体的な考え
や意見を持たない。

評価項目3

グローバル経済における日本経済
の現状を理解し、自身の働き方や
あるべき経済社会像について主体
的に考え自らの意見を表明でき、
課題解決に向けた議論ができる。

グローバル経済における日本経済
の現状を理解し、自身の働き方や
あるべき経済社会像について主体
的に考え自らの意見を表明できる
。

グローバル経済における日本経済
の現状を理解できず、自身の働き
方やあるべき経済社会像について
主体的な考えや自らの意見を表明
できない。

学科の到達目標項目との関係
 (A)
教育方法等

概要
経済の発達と経済体制、市場経済と価格機構、国民経済の構造、日本経済・国際経済の現状と課題等について理解する
。
また、現代日本経済やグローバル化の進む国際経済の具体的事例を通して、主体的に課題を理解・説明し、その解決方
法について議論できる。

授業の進め方・方法
授業は教科書『教養の政治学・経済学』及びプリント・スライドを併用した講義とする。経済学の基本概念や現状につ
いて、歴史的背景や身近な実例等を踏まえ学ぶ。学生への発問による双方向授業、学びを踏まえたワークショップを取
り入れ、学生自身が「考える」機会を持つ授業内容とする。

注意点

[成績評価の基準・方法] 試験の成績を７０％、平素の学習状況等（課題・レポート）3０％の割合で総合的に評価する。
成績評価は中間と期末の各期間の評価の平均とする。学年の評価は後学期末の評価とする。技術者が身につけるべき専
門的教養として、上記の到達目標に対する達成度を試験等において評価する。[履修上の注意]この科目を履修するにあた
り、1年生の現代社会の内容を十分理解しておくこと。また、１年生の地理、２年生の社会科学Ⅰ、３年生の社会科学
Ⅱ、４年生の地域学は関連科目であるため内容を理解しておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション　（１）授業計画　（２）授業の
進め方

授業の目的と期間全体を通した授業計画等の概要を理
解する。

2週 １. 経済の基本的概念　（１）経済とは何か　
（２）市場経済 経済学の基礎概念を理解する。

3週 １. 経済の基本的概念　　（３）使用価値と交換価値
　（４）限界効用 経済学の基礎概念を理解する。

4週 ２. 資本主義の成立　 資本主義経済体制の形成について英国を例に理解する
。

5週 ３. 社会主義思想と20世紀社会主義 資本主義と競合する立場にあった社会主義経済体制と
その思想について理解する。

6週 ４. 分業と交換 社会の発展と社会的分業の関係、交換の発生とその発
展について理解する。

7週 ５. 経済主体　（１）家計　　（２）企業 経済活動を構成する活動の担い手として、家計と企業
に関し、各々の活動特性について理解する。

8週 ５. 経済主体　（ 3 ）政府 経済活動を構成する活動の担い手として、政府の活動
特性を理解する。

4thQ

9週 ６. 価格機構 資本主義経済の本質である市場と価格機構について理
解する。

10週 7. 独占と寡占 「不完全競争」の下にある市場について理解する。
11週 8. 市場の限界 市場の限界について理解する。

12週 9. 国民所得と国富 マクロ経済学の中心である国民所得の概念について理
解する。

13週 １０．景気循環と経済成長 景気循環と経済成長の関係、循環の型と周期について
理解する。

14週 1１．金融政策
経済活動への国家の介入の一つである金融政策に関し
、金融の基礎概念と日本の政策実態、国際金融につい
て理解する。



15週 1２. 財政政策 財政と予算の基礎概念や累積国債問題、租税の種類と
特質、財政の機能等財政政策について理解する。

16週 1３. 経済の課題と地球環境 現代経済の課題と地球環境問題について理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 レポート・課題
等 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 30 0 0 100
基礎的能力 20 0 0 10 0 0 30
専門的能力 30 0 0 10 0 0 40
分野横断的能力 20 0 0 10 0 0 30


